




























































































































































































































































































































































































































































（対象：4年 1組 22 名、2015 年度調査）
とても まあまあ あまり ぜんぜん
4月 9月 4月 9月 4月 9月 4月 9月
①読書が好きか。 9 16 11 6 2 0 0 0
②猫やクマが出てくる本をよく読むか。 0 7 5 11 12 4 0 0
③ノンフィクションを読むか。 1 3 6 14 13 5 0 0
④シリーズの本を読むか。 7 16 13 4 2 2 0 0
⑤ねこやクマの本を読んだか。 （平均 15 冊）
⑥比べて読んで楽しかったか。 4 13 7 7 8 1 3 1
⑦読書会をしたことがあるか。 0 12 0 8 0 1 22 1
⑧読書会は楽しかったか。 0 16 0 4 0 2 0 0
⑴　読書や読書会が好きに近づく
　実態調査をして、意識面で大きな成果を得られた。それは、読書が好きになっている子ど
もが増えたことである。他の項目でも、全て 4月よりも伸びている。ノンフィクションやシ
リーズの読書についても、好きに近付いている。
　読書会についても、「楽しかった」という子どもがほとんどである。読書会が好きな理由
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として、自分が言いたいことも言えて、友達の考えも聞けるが 15 名、自分の考えが言える
が 1名、友達の意見が聞けるが 5名だった。また、「今度も読書会をしたい」と意欲が高まっ
たことが分かる。A児は、「これからもいっぱい読書会をしたい」という感想だった。他に
は次のような感想がある。
【友達の感想を聞くことを中心に】　※　○数字は人数
　・友達の意見がよく分かった。⑥
　・読書会をしてとてもよかった。なぜかというと、人の思っていることや意見が聞けたから。意見が出な
い人も勇気を出しているところを見てほっとした。なるほどと思った。④
　・自分では気付くことのできなかったことを友達が言ってとても勉強になった。学べた。②
　・友達はこういう考えをするんだなと思うところが好き。
　・ぼくは○○さんの「鳥が入ったのがすごいな」と言う意見を聞いてああなるほどなと思った。
　・わたしは、○○さんの感想が一番いいなと思った。理由は、ポストの隅っこに入っているからいいなと
思ったから。
　・○○の「ポストになぜ作ったのか」が同じ意見だった。
　・私は読書会をしてみんなの意見を聞いて、いろいろなことが分かった。1つは○○さんの考え。それは、
郵便屋さんのバッグから小鳥が手紙を盗るという予想がおもしろかった。
【聞き比べて】
　・他の意見と比べられるのがいい。
　・○○と感想が似ていた。不思議だった。②
【話す・聞く】
　・みんなの意見をいっぱい聞いたり、自分の意見を話したりして楽しかった。
【友達の賞賛】
　・私が言った後に拍手をしてくれて、ほめてくれて楽しかった。
【グループ】
　・グループで読んで『ことりのゆうびんやさん』のことが分かった。
【読書会の進行】
　・楽しく進められた。
　・話が進んでいって、前よりも成長できていい読書会になった。
　・司会の○○がとてもうまくて本当に勉強になった。
【今後の期待】
　・これからもいっぱい読書会がしたい。②
　反対に、「楽しくなかった」子どもが 1名いる。日頃、基本的な生活習慣や学習習慣が身
に付いていない子どもである。日常生活全般の改善が必要である。
⑵　台本付きの「読書会の手引き」の効用
　　台本付きの「読書会の手引き」は、次の感想のように、子どもたちによい影響を与えた。
　○とてもおもしろくて楽しいなと思った。
　○みんなでできて楽しかった。
　○ちゃんと役割があっていいなと思った。
　○手引きがよく分かった。他の本も出せばいいんだと思った。④
　○グッドアイディアだと思った。
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　○台本があると、こうやって読書会をするんだと思った。（司会の進め方や反応の在り方）④
　○イメージができた。
　○読書会を進めやすい。②
　○発表の仕方や進め方のヒントになった。
　○この台本を使ったら、たくさんいいことやおもしろいことを言っていた。わたしたちも、台本がなくて
もいい読書会にしたい。
　○（前は「早く早く」と言われたことがあったが）台本があると、すらすら進めやすい。
　○次からはこれをお手本にして読書会をしてみたい。②
　○今からでも読書会をしてみたい。
　○その本を 2、3回読んでおきたい。
　○勉強になった点は司会が進んで質問しているところ。
　○司会はこうやってみんなに発表させたり、まとめたりするんだなと思った。
　○自分たちの読書会と全然違った。
⑶　文章と本の結びつき
　猫やクマの本を読んだ平均読書冊数は、15 冊でよく読んでいた。A児は、40 冊読んでいた。
⑷　比べ読みをして気付く
　物語文とノンフィクション・図鑑を比べて読むことで違いに気付くことが多かった。しか
し、ノンフィクションといっても多種多様で、それぞれの様式が変わればその特徴も変わる
ことは当然なことである。学級の子どもたちを見ていると、比べて読むことに随分慣れてき
ている。
⑸　夏休みの読書指導につなげる
　夏休みに読書会をした子どもは、13 名で予想以上に多かった。残暑見舞いの返事と反応
が少なかったのが残念だった。
⑹　保護者にも協力してもらう読書指導
　本校 4学年部では、PTAの学級テーマを「親子読書をしよう」と設定している。その具
体策として、「親子読書ノート」を輪番で回して簡単な感想を記入している。この学習の期
間中は、猫やくまが出てくる本を取り上げた家族があった。
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注⑴　光村図書平成 23 年度版の教科書では、本について考える単元が以下の通り計画してある。
　　　第 1学年　「ほんはともだち」
　　　　　　　学校図書館を利用し、好きな本を紹介する。
　　　第 2学年　「きみたちは、「図書館たんていだん」」
　　　　　　　学校図書館の本の並び方や分類の仕方を理解し、本を探す。
　　　第 3学年　「本は友だち」
　　　　　　　公共図書館を利用し、本の選び方を理解し、本を紹介する。
　　　第 4学年　「読書生活について考えよう」
　　　　　　　読書生活について調べ、調査報告書を書く。
　　　　　　　　「本は友達」
　　　　　　　目的や文章の種類に応じて読み、ポスターを作って発表する。
　　　第 5学年　「わたしたちの「図書館改造」提案」
　　　　　　　学校図書館の現状を知り、提案書を書く。
　　　第 6学年　「わたしと本」
　　　　　　　自分の読書傾向を掴み、著名な作家の読書論を読む。
⑵　次のような「読書残暑見舞い」を作成して配布した。
 （ふなつ　けいじ・鹿児島県屋久島町立一湊小学校）
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